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　今日ストロマトライトと呼ばれる先カンブリア時代の堆積岩は、縞状構造の発達したドーム状の炭酸塩岩で

あり、初期地球の生命進化と環境変動を知る上で重要な物証とされている。本研究は、ストロマトライトの縞

状構造中の環境変動記録を解明するために、高分解能分析で得た化学組成と炭素・酸素同位体比をもとに縞の

成因とその層厚変動の周期性の要因を検討した。 

　解析試料は北西カナダの原生代初期（1.9 Ga）・ハーン累層のストロマトライトが用いられた。ハーンスト

ロマトライトは明瞭なドーム状構造を示し、薄い暗色縞と厚い明色縞が繰り返される明瞭な縞状構造が形成さ

れる。化学組成分析は、ダイアモンドペーストで表面研磨した試料を準備し、EPMAを用いて点分析と元素

マッピングが行われた。炭素酸素同位体比分析は、マイクロミルを用いて分取し、炭酸塩前処理装置付き同位

体比量分析計で測定が行われた。可視画像の取得は実体顕微鏡が用いられた。 

　結果、暗色縞はAl, Si, K、明色層はCa, Mg, Feにそれぞれ富み、構成鉱物は暗色縞がカリ長石や雲母、明色縞

がドロマイトからそれぞれ成る。安定同位体比については、暗色縞が明色層に比べてδ13C値が低く，δ18O値

が高い値をそれぞれ示した。また、縞の厚さの変動（567枚の記録）は、約85枚、22枚、11枚と3~5枚で卓越

周期を示した。 

　炭酸塩のδ13Cの変化は，夏季の水温上昇に伴う表層水中の一次生産の活発化（光合成, CO2 + H2O →CH2O

+ O2）により12Cが消費され、13Cの炭酸塩（Ca2+ + 2HCO3
- →CaCO3 + H2O + CO2）沈殿が生じたものと推

察される。また、炭酸塩δ18Oの低下は，水温上昇によって説明することができる。したがって、暗色層は冬

季に、明色層は夏季に形成されたものと見なされる。このことは、縞状構造の周期性は太陽活動の88年

Gleisbergサイクル，22年Haleサイクル，11年Schwabeサイクルや，エルニーニョの3~5年変動に関わって生

じたものと見なすことができ、原生代初期の浅海環境は、今日の地球上で見られるこれらの外力によって支配

されてきたものと推察される。
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